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ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

こ
ど
も
の
権
利
の
普
及
啓

発
と
し
て
児
童
生
徒
、
保
護
者
等

へ
向
け
て
弁
護
士
な
ど
専
門
な
方

に
よ
る
研
修
が
必
要
で
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

大
変
有

効
と
考
え
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問 

妊
娠
期
に
お
け
る
保
護
者

へ
の
人
権
教
育
と
し
て
両
親
学
級

で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

こ
ど
も

の
人
権
を
理
解
し
育
児
に
活
か
せ

る
よ
う
に
他
の
自
治
体
も
参
考
に

調
査
研
究
し
考
え
て
い
く
。

問 

こ
ど
も
の
権
利
の
意
識
啓

発
と
し
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
の

登
録
を
推
進
し
て
は
。

答 

町
長　

大
変
大
事
と
考
え

る
。
多
く
の
方
に
理
解
頂
け
る
よ

う
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

◆�

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
資

す
る
社
会
参
加
の
促
進

問 

近
隣
自
治
体
の
よ
う
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
制
度
を
構
築
し
て
は
。

答 

健
康
増
進
課　

制
度
導
入

は
課
題
が
多
い
と
捉
え
て
い
る
。

問 

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進

の
た
め
に
は
仕
組
み
づ
く
り
が
大

事
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

町
長　

藤
久
保
拠
点
施
設

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
た
活

動
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

◆�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
の
た
め
の
環
境
整
備

問 

行
政
区
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化

支
援
で
Wi-

Fi
整
備
後
に
活
用
の

た
め
の
研
修
会
の
開
催
等
伴
走
型

の
支
援
が
必
要
で
は
。

答 

自
治
安
心
課　

効
果
的
で

実
効
性
あ
る
支
援
を
継
続
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問 

電
子
回
覧
板
の
導
入
へ
向

け
た
検
討
状
況
は
。

答 

自
治
安
心
課　

今
後
も
引

き
続
き
導
入
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト

を
し
な
が
ら
行
政
区
の
状
況
に
応

じ
た
形
で
進
め
て
い
く
。

問 

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
合
わ

せ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
効
果

的
な
連
携
が
重
要
で
は
。

答 

町
長　

新
年
度
各
行
政
区

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
D
X

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

こどもの権利救済の環境整備を桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

公明党

誰のための都市計画税なのか菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

問 

町
内
在
留
外
国
人
の
人
数

及
び
在
留
資
格
別
の
状
況
は
。

答 

住
民
課　

町
人
口
の
３
・

１
％
１
１
５
２
人
（
永
住
者
３
５

０
、
技
能
実
習
１
７
５
、
特
定
技

能
１
３
１
、
留
学
24
等
）

問 

外
国
人
住
民
が
抱
え
る
課

題
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

答 

社
会
教
育
課　

協
力
者
等

の
確
保
、
予
算
の
確
保
、
関
連
各

課
に
よ
る
連
携
が
重
要
だ
。

問 

出
入
国
管
理
庁
が
作
成
し

た
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
導
入

と
研
修
は
。

答 

総
務
課　

正
し
い
情
報
が

伝
わ
る
の
は
重
要
で
あ
り
、
計
画

的
、
段
階
的
に
推
進
す
る
。

問 

外
国
籍
児
童
生
徒
数
は
。

答 

学
校
教
育
課　

小
学
５
校

で
43
名
、
中
学
３
校
で
24
名
だ
。

問 

日
本
語
指
導
体
制
は
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
指
導
者
派
遣
で
対
応
し
て

い
る
。
令
和
８
年
度
は
日
本
語
指

導
教
員
の
配
置
が
あ
る
。

問 

災
害
時
の
情
報
伝
達
と
参

加
型
防
災
訓
練
の
実
施
は
。

答 

自
治
安
心
課　

防
災
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
は
英
語
等
５
か
国
語
で

対
応
。
今
後
、
外
国
人
の
避
難
訓

練
参
加
促
進
を
図
る
。

問 

在
留
外
国
人
と
町
の
意
見

交
換
の
場
の
設
置
は
。

答 

社
会
教
育
課　

外
国
籍
住

民
、
支
援
団
体
等
と
の
対
話
は
情

報
収
集
に
必
要
な
手
法
だ
。

問 

多
文
化
共
生
推
進
計
画
を

策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答 

町
長　

多
様
性
や
個
性
を

認
め
合
い
多
く
の
住
民
が
繋
が
り

支
え
合
う
共
生
社
会
を
目
指
す
。

計
画
策
定
は
研
究
す
る
。

◆
災
害
時
の
停
電
対
策

問 

役
場
庁
舎
の
停
電
対
策
は
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

燃
料
補
充
型
の
非
常
用
発
電
機
を

設
置
し
て
い
る
。

問 

太
陽
光
と
蓄
電
池
設
置
は
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

今
後
調
査
研
究
が
必
要
だ
。

そ
の
他
の
質
問

①
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
補
助

②
一
般
廃
棄
物
処
理
企
業
へ
の
労

務
費
等
に
配
慮
し
た
支
援
に
つ
い

て

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計
画
事
業

等
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

に
、
市
街
化
区
域
内
の
土
地
・
建

物
に
対
し
課
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
税
だ
。

　
都
市
計
画
税
を
課
税
す
る
か
、

そ
の
税
率
水
準
を
ど
の
程
度
に
す

る
か
は
、
市
町
村
の
自
主
的
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
全
国
的
に

は
約
37
％
の
市
町
村
で
課
税
し
、

半
数
以
上
の
市
町
村
で
は
課
税
し

て
い
な
い
。

　
納
税
者
は
ル
ー
ル
に
基
づ
き
納

税
し
て
い
る
が
、
町
は
目
的
税
の

趣
旨
を
理
解
し
、
適
正
に
運
用
し

て
い
る
か
。

問 

法
で
は
都
市
計
画
事
業
は

都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
て

施
行
す
る
と
あ
る
。
具
体
的
に
令

和
６
年
度
の
町
の
都
市
計
画
事
業

を
伺
う
。

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

下
水
道
事
業
会
計
負
担
金
と
過
去

に
実
施
し
た
事
業
等
の
元
金
償
還

金
に
使
用
し
た
。

問 

都
市
計
画
税
が
充
当
さ
れ

て
い
る
事
業
は
法
に
基
づ
く
都
市

計
画
事
業
と
し
て
事
業
認
可
を
受

け
た
も
の
か
。

答 

都
市
計
画
課　

都
市
計
画

道
路
事
業
で
は
事
業
認
可
は
受
け

て
い
な
い
が
、
都
市
計
画
決
定
を

受
け
整
備
し
て
き
た
。

問 

認
可
を
受
け
て
は
い
な
い

が
、
都
市
計
画
決
定
は
受
け
て
い

る
と
い
う
の
は
、
法
に
基
づ
く
都

市
計
画
事
業
と
い
え
る
か
。

答 

都
市
計
画
課　

事
業
認
可

は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
の
み
。

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

一
部
事
業
認
可
を
受
け
て
い
な
い

充
当
事
業
が
あ
っ
た
。

問 

こ
の
よ
う
な
わ
か
り
に
く

い
税
制
や
不
公
平
感
の
あ
る
都
市

計
画
税
は
廃
止
や
改
善
の
た
め
の

検
討
が
必
要
で
は
。

答 

町
長　

都
市
計
画
税
の
趣

旨
、
目
的
、
使
途
に
関
し
て
十
二

分
な
説
明
が
足
ら
な
か
っ
た
。

　
た
だ
住
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
や

す
い
町
に
な
る
よ
う
貴
重
な
財
源

と
し
て
都
市
計
画
税
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

議員の持ち時間は 60 分以内です。紙面の都合上、ほんの一部の掲載
となります。QR コードから YouTube で動画をご覧いただけます。一 般 質 問

P.3
桃園典子議員

こどもの権利救済の環境整備を

P.3
菊地浩二議員

誰のための都市計画税なのか

P.5
久保健二議員

住民の望む施設造り予算執行を！

P.6
小松伸介議員

町内外に愛される道の駅整備を

P.6
光下重之議員

都市計画税を水道事業へ投入は？P.2
内藤美佐子議員

在留外国人との共生社会推進

P.4
長野真寿美議員

低学年体育着替え環境整備

P.5
林　善美議員

不登校児童生徒の支援について

P.8
増田磨美議員

町は住民の声に耳を傾けて

P.7
吉村美津子議員

ふれあいセンターの存続を求める

P.7
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

問 

い
も
街
道
沿
い
の
上
富
地

域
の
農
家
、
一
軒
一
軒
が
既
に
直

売
所
と
捉
え
て
い
る
。
上
富
地
域

以
外
の
農
家
の
方
も
既
に
個
々
で

ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
等
に
卸
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
す
ぐ
隣
に
同
様

の
施
設
、
下
り
線
S
A
が
あ
る
こ

と
等
、
現
況
を
鑑
み
る
と
無
駄
に

税
金
を
使
い
、
新
た
に
直
売
所
が

入
る
施
設
を
整
備
、
建
設
す
る
必

要
性
を
感
じ
な
い
が
町
の
考
え
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

道
の
駅
で

は
農
作
物
の
販
売
だ
け
で
は
な
く

地
元
農
作
物
を
確
保
し
た
、
こ
こ

で
し
か
買
え
な
い
農
作
物
の
加
工

品
の
販
売
を
考
え
て
い
る
。
三
芳

名
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ま
た
様
々

な
三
芳
の
名
産
品
を
P
R
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問 

今
回
建
設
を
予
定
し
て
い

る
候
補
地
周
辺
に
は
、
隣
接
し
て

い
る
S
A
を
含
め
地
場
産
の
農
作

物
を
販
売
し
て
い
る
直
売
所
や
サ

ツ
マ
イ
モ
等
を
加
工
し
た
ス
イ
ー

ツ
等
、
飲
食
を
提
供
す
る
類
似
す

る
施
設
が
複
数
存
在
す
る
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
町
が
税
金
を
費
や

し
て
建
設
す
る
必
要
性
、
競
合
さ

せ
る
理
由
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

同
様
の
施

設
は
三
芳
町
内
、
周
辺
に
多
数
あ

る
。
但
し
、
町
計
画
の
道
の
駅
で

は
家
族
で
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る

憩
い
の
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
交
流

の
場
、
世
界
農
業
遺
産
に
関
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
の
機
能
も
有
し

て
い
る
。

問 

令
和
６
年
３
月
の
三
芳
ス

マ
ー
ト
I
C
フ
ル
化
開
通
以
降
、

開
通
前
か
ら
懸
念
材
料
と
し
て
再

三
あ
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
開
通

後
心
配
し
て
い
た
こ
と
が
現
実
と

な
り
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
渋
滞
が

起
き
て
い
る
。
地
域
住
民
、
周
辺

企
業
、
流
通
事
業
社
か
ら
不
満
の

声
が
多
く
あ
が
っ
て
い
る
が
渋
滞

対
策
は
。

答 

道
路
交
通
課　

道
の
駅
が

渋
滞
の
発
生
源
と
な
ら
な
い
よ
う

設
計
、
ま
た
既
存
右
折
レ
ー
ン
の

延
伸
、
信
号
の
調
整
や
新
設
の
協

議
も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

国
際
交
流
事
業
、
町
長
海
外
渡
航

に
つ
い
て

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

災
害
時
、
避
難
所
に
行
く

人
行
か
な
い
人
、
共
に
守
る
防
災

体
制
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

答 

自
治
安
心
課　

ど
ち
ら
も

被
害
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
、

改
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
反
映
し

て
い
く
。

問 
在
宅
避
難
者
の
把
握
は
。

答 
自
治
安
心
課　

一
時
避
難

所
で
把
握
、
避
難
出
来
た
場
合
安

否
確
認
集
計
表
に
ま
と
め
る
。

問 

在
宅
避
難
の
位
置
づ
け
は
。

答 

自
治
安
心
課　

自
宅
で
安

全
確
保
で
き
る
場
合
在
宅
避
難
が

有
効
、
日
頃
の
防
災
対
策
や
備
蓄

の
啓
発
し
て
い
く
。

問 

今
後
、
在
宅
避
難
者
を
含

め
た
窓
口
の
一
本
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

自
治
安
心
課　

令
和
6
年

度
改
定
の
本
計
画
で
窓
口
の
一
本

化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

♦�

本
庁
舎
と
第
三
保
育
所

の
維
持
管
理
体
制
に
つ

い
て

問 

庁
舎
は
、
建
設
か
ら
32
年

経
過
し
本
格
的
な
大
規
模
修
繕
計

画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

今
ま
で
設
備
更
新
を
進
め
た
が
、

今
後
は
外
壁
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改

修
が
必
要
。

問 

第
3
保
育
所
の
経
年
劣
化
、

湿
気
、
結
露
対
策
、
安
全
、
衛
生

面
の
点
検
は
十
分
か
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

湿
気
や

結
露
は
換
気
で
対
応
し
、
劣
化
も

適
宜
修
繕
し
て
い
る
。
毎
朝
の
安

全
確
認
、
月
1
回
の
避
難
訓
練
も

実
施
し
、
衛
生
管
理
も
徹
底
し
て

い
る
。

問 

建
設
当
初
想
定
し
て
い
た

耐
用
年
数
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　
50
年
の

耐
用
年
数
を
目
安
に
し
て
、
修
繕

で
維
持
す
る
方
針
。

問 
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
今
後
の
方
向
性
は
。

答 

町
長　

老
朽
化
対
策
は
策

定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
修
繕

を
進
め
て
き
た
。
令
和
8
年
度
改

訂
で
は
環
境
や
財
政
を
踏
ま
え
持

続
可
能
な
維
持
管
理
を
図
っ
て
い

く
。

問 

不
登
校
の
支
援
体
制
と
現

状
に
乖
離
は
な
い
か
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　

不
登
校

児
童
生
徒
数
は
減
少
に
転
じ
て
い

る
。
支
援
が
行
き
届
い
て
い
る
と

は
言
え
な
い
現
状
も
あ
る
。
県
と

の
連
携
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支

援
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問 

不
登
校
対
策
は
学
校
復
帰

を
目
的
と
し
て
い
る
か
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　

休
養
や

自
分
を
見
つ
め
直
す
等
の
時
期
。

学
業
の
遅
れ
や
進
路
選
択
上
の
不

利
益
や
社
会
的
自
立
へ
の
リ
ス
ク

が
生
じ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
。

社
会
的
自
立
へ
向
け
て
生
き
方
を

広
げ
る
支
援
が
重
要
で
、
そ
の
先

の
選
択
肢
の
一
つ
に
学
校
復
帰
も

あ
る
。

問 

質
の
高
い
三
芳
給
食
を
給

食
セ
ン
タ
ー
で
喫
食
で
き
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
は
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　

課
題
は

あ
る
が
、
先
行
自
治
体
を
参
考
に

し
て
実
現
に
向
け
て
協
議
す
る
。

問 

給
食
無
償
化
に
伴
い
、
喫

食
で
き
な
い
家
庭
に
対
し
て
給
食

費
相
当
額
の
補
助
を
行
っ
て
は
。

答 

学
校
教
育
課　

非
喫
食
者

へ
の
対
応
は
学
校
設
置
者
の
判
断
。

5
日
以
上
の
欠
食
は
給
食
停
止
が

で
き
る
。
給
食
費
無
償
化
の
中
で

国
の
補
助
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

未
定
。
要
綱
等
の
整
備
も
必
要
と

な
る
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し

検
討
す
る
。 

問 

給
食
着
の
管
理
や
所
有
に

つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

答 

学
校
教
育
課　

ア
レ
ル

ギ
ー
を
考
慮
し
、
検
討
し
た
学
校

も
あ
る
。

問 

今
後
の
方
針
は
。

答 

教
育
長　

個
人
所
有
へ
の

移
行
は
衛
生
面
等
で
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
が
、
買
い
替
え
等
費
用
面

の
課
題
が
あ
る
。
状
況
の
把
握
、

教
職
員
の
声
も
聞
き
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
不
登
校
児
童
生
徒
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
学
習
会
の
実
施

②
ル
ミ
ナ
内
見
ツ
ア
ー
の
実
施

不登校児童生徒の支援について
三芳みらい

林　 善 美
はやし	 よし	 み

住民の望む施設造り予算執行を！
輝

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

問 

体
育
時
の
着
替
え
は
学
年
別
か
。

答 

学
校
教
育
課　

基
本
的
に

は
学
年
単
位
あ
る
い
は
学
級
単
位

で
行
わ
れ
て
い
る
。

問 

男
女
別
か
。

答 

学
校
教
育
課　
中
学
年
以
上

の
更
衣
に
つ
い
て
は
町
内
５
校
の
う

ち
４
校
に
お
い
て
は
３
年
生
か
ら
男

女
別
。
残
る
１
校
は
４
年
生
以
上
で

男
女
別
の
対
応
を
し
て
い
る
。

問 

低
学
年
児
童
で
あ
っ
て
も
、

男
女
別
で
の
着
替
え
を
希
望
す
る

声
は
あ
る
か
。　

答 

学
校
教
育
課　

要
望
・
相

談
は
現
時
点
で
は
な
い
。
そ
の
よ

う
な
声
が
あ
っ
た
場
合
配
慮
し
つ

つ
工
夫
で
き
る
よ
う
学
校
へ
周
知

し
て
い
く
。

問 

低
学
年
を
含
め
、
希
望
が

あ
れ
ば
男
女
別
で
着
替
え
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

教
育
長　

現
時
点
で
は
具

体
的
な
要
望
は
な
い
が
今
後
に
備

え
各
学
校
の
更
衣
環
境
を
把
握
し

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
適
切
に

指
導
・
助
言
し
て
い
く
。

♦�
特
別
支
援
学
級
（
言
葉

障
害
）
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て

問 

小
学
校
入
学
後
、
国
立
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
等
、
町
外
の
通
級
指
導
等
を

利
用
し
て
い
る
児
童
は
現
在
ど
の

程
度
い
る
の
か
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　
言
葉
と
聞

こ
え
に
関
す
る
実
態
調
査
で
は
11

名
。
令
和
７
年
度
に
初
め
て
全
児

童
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

問 

言
葉
支
援
に
関
す
る
専
門

性
を
持
っ
た
教
員
の
育
成
や
研
修

の
充
実
等
、
人
材
育
成
の
視
点
に

つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
か
。

答 

教
育
長　

専
門
性
の
向
上

は
特
別
支
援
学
級
全
体
に
共
通
す

る
重
要
な
課
題
。
各
種
研
修
に
加

え
全
校
で
専
門
性
向
上
を
図
り
外

部
知
見
も
活
用
し
人
材
育
成
を
進

め
る
体
制
を
整
え
継
続
的
に
推
進

す
る
方
針
で
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

低学年体育着替え環境整備
三芳みらい

長野真寿美
	なが	の	 ま	 す	 み

在宅避難者への支援体制について 細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

避難所運営マニュアルの参考例避難所運営マニュアルの参考例

町で計画している施設内概要図町で計画している施設内概要図
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

都市計画税を水道事業へ投入は？
日本共産党

光 下 重 之
	みつ	 した	しげ	 ゆき

問 

固
定
資
産
税
と
と
も
に
徴

収
し
て
い
る
３
億
数
千
万
円
の
都

市
計
画
税
の
大
半
80
％
を
過
去
の

事
業
の
借
入
金
償
還
（
返
済
）
に

充
当
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
合
法

だ
と
し
て
も
政
策
的
に
は
妥
当
か

ど
う
か
。
も
っ
と
政
策
展
開
で
き

な
い
か
。

答 

町
長　

政
策
展
開
と
い
う

こ
と
だ
が
限
度
が
あ
る
。
多
額
の

予
算
を
必
要
と
す
る
都
市
計
画
施

設
や
土
地
区
画
整
理
事
業
で
借
入

を
お
こ
な
い
、
そ
の
返
済
に
充
当

す
る
の
は
世
代
間
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

問 

決
算
資
料
の
現
債
高
部
分

に
上
水
道
の
老
朽
管
事
業
、
排
水

路
や
庁
舎
等
整
備
と
か
都
市
施
設

に
な
じ
ま
な
い
も
の
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

全
体
の
公
債
費
（
メ
ニ
ュ
ー
）
の

中
か
ら
都
市
計
画
税
が
充
当
で
き

る
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
て
充
当

し
て
お
り
問
題
な
い
。

問 

町
が
住
民
に
供
給
す
る
水

の
70
％
が
県
水
で
あ
る
。
そ
の
受

水
費
に
は
県
の
計
画
に
基
づ
く
資

本
費
も
入
っ
て
い
る
の
で
都
市
計

画
税
を
投
入
す
る
対
象
に
な
ら
な

い
か
と
考
え
る
が
。

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

指
摘
の
部
分
が
地
方
税
法
第
７
０

２
条
第
１
項
に
該
当
す
る
事
業
で

あ
れ
ば
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
る

と
考
え
る
。

問 

地
方
税
法
で
は
議
会
に
対

し
使
途
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
に

対
し
て
も
周
知
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
。　

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

周
知
不
足
と
考
え
て
お
り
、
わ
か

り
や
す
い
形
で
検
討
す
る
。

◆�

M
I
Y
O
バ
ス
の
土
日

運
行
は
？

問 

運
行
し
て
間
が
な
い
が
、
い

ろ
い
ろ
要
求
が
あ
る
中
、
ま
ず
近

隣
と
同
じ
土
日
運
行
は
で
き
な
い

か
。答 

政
策
推
進
室　

実
証
運
行

中
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
ど

こ
ま
で
で
き
る
か
、
住
民
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
内
容
を
考
え
て
い

き
た
い
。

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

北
永
井
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
利

用
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、

ど
う
か
。

答 

福
祉
課　
そ
の
よ
う
に
思
う
。

問 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
老

朽
化
の
た
め
廃
館
と
な
っ
た
。
藤

久
保
地
域
拠
点
施
設
が
完
成
さ
れ

る
迄
の
場
所
と
し
て
、
北
永
井
に

現
在
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
。
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設

は
高
齢
者
が
専
用
で
集
う
施
設
に

は
、
な
っ
て
い
な
い
。
交
流
室
の

利
用
と
な
る
。
ま
た
、
巡
回
バ
ス

も
な
く
な
る
た
め
、
上
富
・
北
永

井
地
域
の
人
の
利
用
は
難
し
く
な

る
。利
用
者
の
声
を
聞
く
べ
き
で
は
。

答 

町
長　
老
人
ク
ラ
ブ
と
話
し

合
い
を
し
て
き
た
。

答 

福
祉
課　
老
人
ク
ラ
ブ
へ
は

補
助
金
を
出
し
て
い
く
。

問 

上
富
・
北
永
井
地
域
に
高
齢

者
施
設
は
必
要
だ
。
現
在
の
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
残
す
か
、
そ
れ

と
も
、
こ
の
地
域
に
新
た
に
高
齢

者
の
た
め
の
福
祉
施
設
を
造
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

町
長　
交
流
室
は
高
齢
者
が

優
先
し
て
使
え
る
。
中
央
公
民
館

の
利
用
も
で
き
る
。

◆�

上
富
小
学
校
の
存
続

問 

12
月
議
会
で
存
続
が
決
ま
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
町
は
、
統
廃

合
を
進
め
る
説
明
会
を
開
い
た
。

児
童
に
は
、
ど
の
よ
う
に
聞
い
た

の
か
。

答 

学
校
教
育
課　
「
学
校
が
一

つ
に
な
っ
た
ら
楽
し
み
な
こ
と
・

心
配
な
こ
と
あ
り
ま
す
か
」。
と
聞

い
た
。
そ
の
あ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
。

問 

自
由
学
区
制
、
小
規
模
特
認

校
、
分
校
、
社
会
施
設
と
の
併
設

な
ど
の
協
議
は
、
ほ
と
ん
ど
し
て

い
な
い
。
廃
校
あ
り
き
の
説
明
だ
。

廃
校
は
止
め
る
べ
き
で
は
。

答 

町
長　
子
ど
も
た
ち
の
最
善

の
利
益
を
最
優
先
に
考
え
て
き
た
。

そ
の
他
の
質
問

補
聴
器
の
購
入
の
補
助
金
等
に
つ

い
て
。

本当に必要？議員の海外帯同

ふれあいセンターの存続を求める𠮷村美津子
よしむら  み    つ    こ

輝

問 

議
員
の
海
外
帯
同
に
つ
い

て
起
案
・
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答 

秘
書
広
報
室　

執
行
部
で

事
業
の
必
要
性
や
実
施
方
法
を
検

討
し
、
最
終
的
に
は
議
会
の
判
断

を
尊
重
し
決
定
し
て
い
る
。

問 

帯
同
の
要
否
を
判
断
す
る

基
準
は
明
文
化
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

秘
書
広
報
室　

明
文
化
さ

れ
て
い
な
い
が
、
執
行
側
の
判
断

だ
け
で
は
な
く
、
議
会
側
の
判
断

を
仰
い
で
い
る
。

問 

議
員
の
参
加
に
よ
る
事
業

評
価
の
客
観
性
へ
の
影
響
は
。

答 

秘
書
広
報
室　

現
地
で
の

事
業
内
容
の
把
握
に
は
一
定
の
意

義
が
あ
り
、
事
業
評
価
の
客
観
性

へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
費

用
対
効
果
等
、
客
観
性
の
確
保
は

必
要
と
考
え
る
。

問 

議
会
の
独
立
性
や
監
視
機

能
の
観
点
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
町
の
認
識
は
。

答 

秘
書
広
報
室　

議
会
の
独

立
性
や
監
視
機
能
は
機
能
し
て
い

る
と
考
え
る
の
で
、
リ
ス
ク
は
な

い
と
考
え
る
。

問 

議
員
が
帯
同
し
な
い
事
業

と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

秘
書
広
報
室　

議
員
も
現

地
に
帯
同
し
、
国
際
交
流
事
業
の

内
容
や
背
景
・
相
手
国
と
の
関
係

を
共
有
す
る
事
に
は
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

問 
議
員
の
帯
同
を
前
提
と
し

た
予
算
計
上
は
議
決
へ
の
配
慮
や

便
宜
、
可
決
し
た
こ
と
に
よ
る
対

価
と
見
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

町
の
認
識
は
。

答 

秘
書
広
報
室　

一
定
の
費

用
を
伴
う
事
業
で
あ
る
た
め
、
事

業
の
必
要
性
や
費
用
対
効
果
を
客

観
的
に
整
理
し
、
帯
同
の
必
要
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
予
算

計
上
し
て
い
る
。

問 

議
員
の
海
外
帯
同
に
は
成

果
指
標
が
な
く
、
費
用
対
効
果
の

検
証
が
で
き
な
い
。
予
算
査
定
が

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
見
え
る
可
能
性

に
つ
い
て
町
の
認
識
は
。

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

議
員
の
帯
同
は
外
交
的
側
面
と
し

て
重
要
な
投
資
で
あ
る
た
め
成
果

指
標
は
難
し
い
と
考
え
る
。

北永井にあるふれあいセンター北永井にあるふれあいセンター

問 

過
去
3
年
間
の
三
芳
ス

マ
ー
ト
I
C
利
用
車
の
推
移
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

令
和
４
年

度
の
１
日
平
均
利
用
車
は
約
５
７

０
０
台
、
令
和
５
年
度
約
５
９
０

０
台
、
フ
ル
化
後
の
令
和
６
年
度

は
約
１
万
２
２
０
０
台
。

問 

三
芳
P
A
上
り
か
ら
の
利

用
者
拡
大
の
た
め
無
料
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
等
の
移
動
手
段
確
保
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
検
討
す
る
。

問 

所
沢
方
面
へ
の
バ
ス
導
入

等
、
交
通
結
節
機
能
の
内
容
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
今
後
検
討
。

問 

周
辺
の
渋
滞
対
策
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

幹
線
14
号

線
の
右
折
レ
ー
ン
等
を
検
討
。

問 

町
民
に
愛
さ
れ
る
工
夫
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

住
民
参
加

型
企
画
等
、
町
民
が
日
常
的
に
集

い
、
交
流
す
る
等
、
魅
力
を
享
受

で
き
る
道
の
駅
を
目
指
す
。

問 

防
災
道
の
駅
と
し
て
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

防
災
機
能

強
化
で
有
効
な
手
段
。
要
検
討
。

問 

衛
生
面
へ
の
配
慮
と
し
て

個
室
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
整
備
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

費
用
や
管

理
等
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

問 
リ
ピ
ー
タ
ー
増
の
た
め
肉

や
魚
等
の
生
鮮
食
品
の
販
売
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

立
地
を
生

か
し
水
産
物
等
の
販
売
を
検
討
。

問 

町
内
企
業
と
の
連
携
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
今
後
検
討
。

問 

高
速
バ
ス
停
留
所
設
置
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
今
後
検
討
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
自
販
機
や

コ
ン
ビ
ニ
自
販
機
等
の
設
置
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
今
後
協
議
。

問 

町
民
参
加
型
店
舗
整
備
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

多
目
的
広

場
等
で
出
店
は
可
能
。
要
協
議
。

問 

子
ど
も
達
が
訪
れ
た
く
な

る
大
型
屋
外
遊
具
等
の
整
備
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

遊
び
場
や

親
子
で
過
ご
せ
る
空
間
の
導
入
は

重
要
。
今
後
事
業
者
と
協
議
。

問 

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
や
R
V

パ
ー
ク
等
の
宿
泊
施
設
整
備
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

現
在
は
考

え
て
い
な
い
が
事
業
者
と
協
議
。

問 

寄
付
に
よ
る
記
念
植
樹
は
。

答 

総
合
調
整
幹　
今
後
協
議
。

町内外に愛される道の駅整備を
公明党

小 松 伸 介
	 こ	 まつ	 しん	 すけ

牛 丸 藍 子
	うし	 まる	 あい	 こ

道の駅配置計画案道の駅配置計画案
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

　
町
の
（
仮
称
）
地
域
活
性
化
発

信
交
流
拠
点
基
本
計
画
検
討
委
員

会
は
全
て
の
日
程
が
終
了
し
、
３

回
の
住
民
説
明
会
も
終
え
た
こ
と

を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

問 

県
内
近
隣
の
競
合
施
設
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 
総
合
調
整
幹　

県
内
に
は

21
の
道
の
駅
が
あ
る
が
、
郊
外
に

多
く
近
隣
で
は
４
箇
所
と
捉
え
て

い
る
。

問 

熊
谷
の
道
の
駅
は
、
令
和
10

年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
健
康
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
を

代
表
す
る
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を

計
画
し
て
い
る
。「
農
と
健
康
」

を
う
た
う
三
芳
町
は
ど
の
よ
う
な

差
別
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
「
農
と
健
康

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
地
元
農
作

物
の
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
加

工
品
の
販
売
な
ど
で
差
別
化
を

図
っ
て
い
く
。

問 

住
民
説
明
会
で
の
住
民
の
声

は
、ほ
ぼ
心
配
の
意
見
だ
っ
た
。「
計

画
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
と
き
の

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
」「
財
源
が

気
に
な
る
」
計
画
あ
り
き
で
進
ん

で
い
る
の
で
は
」「
住
民
投
票
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
ま
ま
計
画
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

町
長　

意
見
を
持
っ
て
い

る
方
の
意
見
は
賛
成
も
反
対
も
拾

い
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。
し
っ
か

り
声
を
聴
い
て
進
め
た
い
。

◆�

藤
久
保
小
学
校
第
２
期

工
事
中
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
は

問 

仮
校
庭
へ
の
移
動
経
路
は
。

答 

学
校
教
育
課　

手
押
し
信

号
を
渡
り
、
み
ら
い
通
り
を
右
に

曲
が
っ
て
い
く
経
路
を
想
定
。

問 

少
し
遠
く
な
る
が
、
安
全

と
授
業
内
容
に
支
障
は
な
い
か
。

答 
学
校
教
育
課　

安
全
を
確

保
し
た
う
え
で
教
育
課
程
等
の
見

直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

通
級
指
導
教
室
の
増
設
を

問 

道
の
駅
整
備
計
画
の
経
済

波
及
効
果
に
つ
い
て
、
約
１
１
０

億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
る
と

し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
町
や
住

民
に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
が
あ
る
の

か
。答 

総
合
調
整
幹　

経
済
波
及

効
果
と
は
、
産
業
連
関
表
を
用
い

て
、
道
の
駅
が
地
域
に
経
済
的
な

プ
ラ
ス
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
金
額
と

し
て
示
し
た
も
の
。

◆�

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

の
拡
充
を

問 

性
暴
力
の
被
害
者
へ
の
支

援
を
条
例
に
盛
り
込
ん
で
は
。

答 

自
治
安
心
課　

条
例
と
同

時
に
規
則
も
制
定
し
て
い
る
こ
と

も
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。問 

町
は
な
ぜ
埼
玉
犯
罪
被
害

者
援
助
セ
ン
タ
ー
の
会
費
負
担
を

行
っ
て
い
な
い
の
か
。

答 

自
治
安
心
課　

地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
責
務
と
し
て
条

例
に
基
づ
く
支
援
を
し
て
き
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
の
で
、
セ
ン

タ
ー
へ
の
会
費
負
担
は
現
在
行
っ

て
い
な
い
。

◆�

教
員
の
働
き
方
改
革
は

進
ん
だ
か

問 

時
間
外
在
校
等
時
間
が
年
３

６
０
時
間
以
内
の
教
員
の
割
合
は
。

答 

学
校
教
育
課　

令
和
６
年

３
月
期
の
勤
務
状
況
調
査
で
は
小

学
校
教
員
が
54
％
、
中
学
校
教
員

が
38
・
６
％
と
い
う
状
況
。

問 

労
働
基
準
法
に
定
め
ら
れ

た
勤
務
中
45
分
の
休
憩
時
間
を
と

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

答 

学
校
教
育
課　

勤
務
時
間

の
割
り
振
り
変
更
を
行
う
な
ど
、

適
切
に
勤
務
時
間
の
管
理
を
し
て

い
る
。

問 

教
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
を
図
る
に
は
。

答 

教
育
長　

職
場
の
心
理
的

安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

良
好
な
労
働
環
境
が
保
た
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
作
り
が
必
要
。

町は住民の声に耳を傾けて

道の駅の経済波及効果は

日本共産党

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

本 名　 洋
ほん     な             ひろし

工事が進む藤久保地域拠点施設工事が進む藤久保地域拠点施設

陳
　
情
　
書

陳
情
第
1
号　

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為

の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情
書

内
容

　
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の

実
態
調
査
を
求
め
る
も
の

付
託

　
令
和
8
年
2
月
25
日
に
本
会
議
で
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託

審
査
結
果

　
3
月
3
日
、
13
日
に
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

に
つ
い
て
、
状
況
改
善
が
進
み
現
状
で

は
職
員
か
ら
庁
舎
内
で
の
勧
誘
行
為
に

よ
る
心
理
的
圧
力
な
ど
の
苦
情
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
陳
情
に
該

当
す
る
事
態
は
発
生
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
調
査
の
必
要
が
無
い
と

判
断
し
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と

し
た
。 

本
会
議
審
査
結
果

　
賛
成
者
無
し
で
「
不
採
択
」
と
な
っ

た
。

意
　
見
　
書

意
見
書
第
1
号

上
水
道
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政

支
援
等
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
国
土
交
通
省
は
、
水
道
施
設
の
事
故

等
を
令
和
7
年
第
一
～
第
三
四
半
期
合

計
で
1
2
3
件
と
し
て
い
る
。

　
水
道
施
設
の
老
朽
化
の
進
行
、
大
規

模
な
災
害
の
発
生
に
備
え
た
耐
震
化
の

推
進
も
急
務
だ
が
、
そ
の
費
用
は
莫
大

で
あ
る
。

　
水
道
事
業
へ
の
国
庫
補
助
は
あ
る
が
、

そ
の
規
模
は
小
さ
く
、
国
に
い
っ
そ
う

財
政
支
援
等
を
求
め
る
も
の
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

意
見
書
第
3
号

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制

度
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
は
O
T
C
類
似
薬
の
一
部
を
保

険
外
と
し
患
者
負
担
を
増
や
す
方
針
を

決
定
し
た
が
、
物
価
高
の
中
で
受
診
控

え
や
重
症
化
の
懸
念
が
あ
り
、
医
療
ア

ク
セ
ス
後
退
は
容
認
で
き
な
い
た
め
左

記
の
件
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

一
、�

O
T
C
類
似
薬
は
受
診
遅
れ
由
来

の
重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
、
明
確
な

受
診
勧
奨
基
準
の
策
定
を
求
め
る
。

二
、�

高
額
療
養
費
制
度
は
自
己
限
度
額

の
引
き
上
げ
の
撤
回
の
可
能
性
も

含
め
た
再
検
討
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

意
見
書
第
２
号

旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
制
化
で
は

な
く
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書

　
法
務
省
に
お
い
て
1
9
9
1
年
か
ら

始
ま
っ
た
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議

論
の
場
が
よ
う
や
く
国
会
へ
と
移
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
選
択
的
夫

婦
別
姓
で
は
な
く
旧
姓
の
通
称
使
用
の

法
制
化
を
方
針
決
定
し
た
。
多
様
性
を

認
め
合
う
社
会
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な

ど
の
観
点
か
ら
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
導
入
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

水道事業は本来、独立採
算を基本として運営される

べきものであり、安易な国の財政支援への
依存には反対する。施設の老朽化や災害対
策は重要な課題だが、まずは歳出見直しや
料金適正化など自治体の自助努力を尽くす
べきであり、国頼みによる対応は適切では
ないと考え反対する。

細田議員

選択的夫婦別姓は個人の
考え方を尊重するという側

面がある一方、家族の一体感や社会基盤へ
の影響が懸念される。一度導入すると元に
戻すことが容易ではない制度変更であり慎
重な判断が必要。現行制度の工夫や通称使
用の拡大で対応可能な面もあり、拙速な導
入には反対する。

細田議員

不採択
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令和8年令和8年
第１回臨時会第１回臨時会
(１月16日)(１月16日)

第２回定例会第２回定例会
(２月25日～３月23日)(２月25日～３月23日)

1
月
16
日
に
第
1
回
臨
時
会
が
、
2
月
25
日
か

ら
3
月
23
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
第
2
回
定

例
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
令

和
8
年
度
の
予
算
を
は
じ
め
議
員
発
議
2
件
、
議

案
27
件
、
報
告
1
件
、
同
意
3
件
、
陳
情
1
件
、

意
見
書
4
件
が
審
議
さ
れ
、
陳
情
1
件
・
意
見
書

1
件
が
不
採
択
と
な
り
、
他
は
す
べ
て
原
案
通
り

に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

中学校に通級
指 導 教 室 の 設

置、要保護、準要保護家庭へ
の新入学時制服費の補助等は
評価できるが、合意形成が十
分でないのに上富小学校の統
廃合を進めようとしている点、
道の駅計画を計画ありきで進
めている点、国際交流事業の
拡大、国保税や水道料金の引
き上げなど問題点が多すぎる。

日本共産党
個別に評価で

きる事業もある
が、国際交流事業は事業規模
の肥大化と訪問団受け入れで
はボランティア依存等の課題
があり、制度設計にも疑問。
一度整理が必要と考える。道
の駅に関しては将来負担の見
通しに疑問がある中で準備行
為による既成事実化が進む事
は認められず反対とする。

牛丸議員
国際交流事業

が前年度よりも
大幅に増額している。道の駅
建設業務は町民の意見を聞い
て進めるべき事業である。北
永井のふれあいセンターの存
続、町内循環ワゴンのリース
会社の見直し、または車両の
購入も検討すべき。福祉施策
の向上と物価高騰の中、町民
の生活支援を重点とすること。

輝
物価高による

住民生活への影響
が長引き懸命な財政運営が求め
られる中、新年度は、屋外 AED
の設置、イングリッシュキャン
プ実施、通級指導ことばの教室
整備等、公明党議員団の求めて
きた事業が予算化され評価する。

効果的な事業となるよう行政
運営に努められることを希望し
賛成する。

公明党賛
成 物価高騰で生

活不安が続く中、
本予算は骨粗鬆症健診や RS ウ
イルス予防接種など健康施策と
福祉充実を前進。三芳みらいの
要保護家庭への制服補助や給水
環境整備の要望反映も評価。一
方で海外派遣の個人負担額など
課題改善を求めつつ、委員会審
査を踏まえ賛成する。

三芳みらい賛
成

173億8754万円令和8年度一般会計予算は
歳　出

498,634総務費

604,327民生費

96,292衛生費

132,503土木費

76,755消防費

155,445教育費

134,213公債費

40,585その他

歳　入

町税 813,509

地方消費税交付金 123,620

307,437国庫支出金

県支出金

繰入金

114,664
112,036

町債 155,310

その他 112,178

①町税
町に住んでいる人
やお店や会社が町
に納めるお金
②繰入金

町の貯金（財政調
整基金など）から
取り崩して使うお
金
③�国庫・県支出金・
地方譲与税
国や県から町にも
らえるお金
④町債

国や金融機関など
から借りるお金
⑤�地方消費税交付金

皆さんが払った消
費税の一部が町に
戻ってきたお金

主な歳入の
用語説明

①総務費
町の全般的な行政運営にかかる費用。
②民生費

お年寄りや、赤ちゃん、困っている人を助けるため
に使うお金
③教育費

学校や図書館の運営・施設の整備のためのお金
④公債費

借りたお金を返すためのお金
⑤土木費

道路や橋・公園など作ったり、直したりするための
お金
⑥衛生費

ごみの収集や町民の健康を守るためのお金
⑦消防費

消防や防災活動に関連するお金

主な歳出の用語説明

単位：万円（以降のページすべて千円以下切り捨て）
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予算特別委員会が注目した主な事業
　予算特別委員会とは、町から提出された新年度の予算案が住民全体の立場に立った公平なものであるか
などを審議するために委員会を設置し審査するもの。

主
な
質
疑

問　
前
年
度
よ
り
大
き
く
増
額
し

た
理
由
は
。

答　
ぺ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市
20
周

年
式
典
参
加
、
韓
国
親
善
大
使
派
遣
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
訪
問
団
受

入
れ
等
の
新
規
事
業
が
主
な
要
因
。

問　
各
事
業
の
目
的
は
。

答　

ぺ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市
は
、

姉
妹
都
市
交
流
と
文
化
交
流
（
ダ
ン

ス
派
遣
等
）・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

協
定
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
と
異
文
化
理
解
の
促
進
と
い
っ
た

国
際
交
流
と
人
材
育
成
の
両
面
を
目

的
と
し
て
い
る
。

問　
マ
レ
ー
シ
ア
／
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
／
韓
国
へ
の
派
遣
に
お
い
て
、

個
人
負
担
が
３
分
の
1
負
担
か
ら
2

分
の
1
負
担
に
増
額
さ
れ
た
理
由
は
。

答　
財
政
状
況
と
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
考
慮
し
た
。

問　
韓
国
派
遣
で
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
の
か
。

答　
現
地
学
校
訪
問
、
生
徒
同
士

の
交
流
、
地
域
視
察
（
世
界
農
業
遺

産
）、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
、
交
流
と

学
習
を
予
定
。

問　
韓
国
は
近
い
国
と
は
い
え
、

安
全
性
や
生
活
環
境
等
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
は
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

答　

旅
行
会
社
と
密
に
連
携
し
、

保
護
者
と
の
連
絡
体
制
を
再
構
築
し
、

不
測
の
事
態
に
備
え
る
。

　姉妹都市であるマレーシア・ぺタリン
グジャヤ市との交流維持のため、記念式
典に参加や文化交流を実施する。また、グ
ローバル人材育成に向け、オーストラリ
ア・クイーンズランド州との交流や留学
支援、韓国・河東郡との相互交流を行う。

　公共施設マネジメント基本計画の改定
から 5 年が経過したため、社会情勢や町
民ニーズの変化を踏まえ、公共施設の在
り方を検証し、計画の見直しを行う。

国際交流事業� 1925 万円

公共施設マネジメント基本計画
改定等支援事業� 1348 万円

主な事業
・�ペタリングジャヤ市制施行 20 周年

記念式典� 315 万円
・�オーストラリア親善大使派遣
� 929 万円
・韓国親善大使派遣� 324 万円
・�オーストラリアと韓国の親善訪問団

の受入れ事業� 60 万円

上限 4 万円（両耳）× 30 人

高齢者補聴器
購入費助成事業
� 120 万円

　本庁舎と新施設をネットでつないで、常駐職員
で対応できない業務ができるように、対応できる
体制を構築する。

未来創造拠点における
「遠隔窓口システム」とDX化
� 1507 万円

主
な
質
疑

問　
遠
隔
窓
口
で
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
可
能
か
。

答　
本
庁
の
福
祉
・
介
護
担
当
と

ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
対
面
に
近
い
相
談

が
可
能
。

問　

高
額
な
野
外
※

デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
必
要
性
は
。

答　
災
害
時
の
情
報
発
信
や
町
の

魅
力
発
信
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
整
備
す
る
。

※�

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
は
：
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
電
子
表
示
媒
体
を
活
用

し
た
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
総
称
。

（仮称）地域活性化発信交流拠点アド
バイザリー業務委託料

道の駅整備事業
� 1820 万円

主
な
質
疑

問　
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
料
の

内
容
は
。

答　
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
最
大
限
引
き

出
す
た
め
の
要
求
水

準
書
を
作
成
す
る
。

　就労要件に関わらず、すべての子育て家庭が
時間単位で柔軟に利用できる新たな通園支援制
度。
・受入れ対処年齢� 0 歳 6 か月から 3 歳未満
・利用時間　児童一人当たり� 月 10 時間
・利用金額　児童 1 人 1 時間あたり� 300 円

乳児等通園支援事業
� 577 万円
（こども誰でも通園制度）

主
な
質
疑

問　
保
育
士
の
体
制

は
。答　

現
在
の
定
数
内

で
対
応
は
可
能
。

問　
面
談
や
支
援
計

画
は
。

答　

利
用
前
に
は
、

保
護
者
と
の
面
談
が
必

須
、
個
人
の
支
援
計
画

を
作
成
し
、
安
全
な
集

団
保
育
へ
の
適
応
を
図

る
。

・中学校 3 校に各フロアへ� 9 台設置
・庁舎 1 階・2 階へ� 2 台設置

ウォーターサーバー設置（借上料）
� 45 万円

主
な
質
疑

問　
中
学
校
を
優
先
に
し
た

理
由
は
。

答　
中
学
生
の
保
護
者
か
ら

熱
中
症
対
策
と
し
て
強
い
要
望

が
あ
っ
た
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

問　
設
置
場
所
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
。

答　
各
学
年
フ
ロ
ア
に
設
置
。

半
年
に
1
回
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換

を
行
う
。
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特別会計条例制定・条例改正

◦「藤久保公民館」がなくなり、新たに「地域交流センター」を設置
三芳町国民健康保険特別会計
歳入歳出総額  35億561万円

（前年度比1479万円減、0.4％減）
（前年度35億2040万円）

三芳町介護保険特別会計
歳入歳出総額  34億2966万円

（前年度比8914万円増、2.7％増）
（前年度33億4052万円）

三芳町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出総額  8億3005万円

（前年度比1億1442万円、＋16.0％）
（前年度7億1562万円）

◦国民健康保険税に新たなシステム「子ども・子育て給付金」制度を導入
2026 年度から新たに国民健康保険税に「子ども・子育て支援納付金分」が導入された。1 世帯当
たりおよそ年 3400 円の負担増となる。

問 　�新制度による住民負担増は 2162 万 4000 円となる。この導入をどうとらえるか。
答 　新制度なので住民へ説明をしていきたい。

問 　�使用料減免制度は、今まで通りの継続か。
答 　�今までと同じく減免制度を継続する。
問 　�藤久保公民館から地域交流センターに変わると、今までと違って公共施設で、民間企業が物品販売

等の営利活動が可能となる。町の事業と営利事業の区別が、住民にわかるようにすべきでは。
答 　�気を付けていきたい。

企業会計
水道事業会計予算
水道・下水道について官民連携を「2 年間か
けて検討」する。これを受けてウォーター
PPP 導入可能性検討調査業務負担金 1584 万
6000 円が債務負担行為として予算化された。
収益的収入	 8 億 2817万 3000円
収益的支出	 9 億　363万 9000円
資本的収入	 2 億 1634万 5000円
資本的支出	 5 億 9468万 5000円
※ウォーター PPP とは…水道、下水道の運営
に民間の資金やノウハウを活用する仕組み。

社会教育法の基での「藤久保
公民館」の名称を地方自治法の

基での地域交流センターに変更となる。今後、
民間会社が営利目的で利用できることも懸念
される。また教育委員会部局から町長部局へ移
ることにより今までと同様の利用ができるか
疑問。藤久保公民館を残したい要望書もあり。

輝

◦国民健康保険税の値上げ◦下水道料金値上げ　8000万円の影響額

三芳町水道事業給水条例の一部を改正する条例

三芳町下水道条例の一部を改正する条例

三芳町未来創造拠点施設の設置及び管理に関する条例

三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◦水道料金が10月1日から値上げ
問 　住民への影響額は。
答 　�企 業 を 含 む 町 内 全 体 で の 影 響 額 は 年 間

6000 万円になる。

1 人世帯 1034 円
2 人世帯 1474 円
4 人世帯 2530 円

水道料金値上げの影響試算
2 か月当たりの平均的な使用量
を 16㎥使った場合

　医療分最高限度額を 65 万円から 66 万円に、後期
高齢者分も 24 万円を 26 万に引き上げる。

問 　�国民健康保険税に新たに「子ども・子育て支援
金」を設ける。町民への影響額はどの位になるか。

答 　全体では約 2500 万円の負担になる。

問 　基金は 10 億円あるが値上げの理由は。
答 　�物価高騰などによる施設の維持・管理費用

の拡大。流域下水道による汚水処理費用の
負担増などにより、令和 11 年度以降には
赤字経営が見込まれるため。

約 30％の大幅な水道料金値
上げを行うものだ。この間、平

成 26 年平均 6.85% の水道料金引き上げ、次い
で消費税が 5％から 10％へと上がり、諸物価高
騰の中で住民生活の負担感はきわめて大きい。

「持続可能な事業運営の確保」という観点だけで、
住民負担をかぶせるやり方には納得できない。

日本共産党

国民健康保険税に「子ども・
子育て支援金」を上乗せして

徴収する。国は、少子化対策の「加速化プラン」
の財源として、医療と無関係の政策を保険税
に上値せするとしたが必然性はなく制度の枠
組みを曲げての新たな町民負担を国民健康保
険税に課すものであり負担増は認められない。

輝

国民健康保険は社会保障であ
り、医療保険である。ここに子

ども・子育て支援金を上乗せ徴収し、子ども施
策に回すのは全くの目的外使用である。また賦
課限度額の引き上げも行われることから更なる
国民健康保険税の値上げであり反対する。

日本共産党

藤久保公民館の機能はそのま
ま継承すると説明されているも

のの、そもそもの根拠法が変わることになる
ことから、それがいつまで継承できるのか不
透明である。仮に本議案が可決されたとして
も、公民館機能の継承のための明確な担保措
置を講ずることを求め反対討論とする。

日本共産党

下水道事業会計予算
収益的収入	 8 億 3491万 9000円
収益的支出	 8 億 1620万 1000円
資本的収入	 7964 万 9000円
資本的支出	 2 億 3184万 9000円

問 　�排水管テレビカメラ調査とマンホール蓋点
検はどの地域を行うのか。

答 　�町内全域を行なう予定。

昨今の異常な物価高騰の中
下水道使用料の平均 20.5%

の大幅引き上げは問題である。もう一つ、
ウォーター PPP の導入可能性検討調査業務
は利益優先の民間事業者の参入に道を開
き、経営効率化の名のもとに事業の安全性・
安定性の後退、料金値上げなどの住民負担
増につながり問題である。

日本共産党

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、上下水道会計とも過年度分損益勘定留保資金等で補填する。
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12 月 定 例 会
否決後、町は学

校統廃合に向けて説明会を
行ってきた。町長は「児童の
意見は尊重する」と述べてい
たが児童生徒、保護者、地域
住民を含む反対者の合意は得
られていない。12 月議会では
否決されたが短期間での再上
程は疑問。廃校ありきと取れ
る進め方も問題である。

輝
12 月 議 会 で

否決となったに
もかかわらず、急いで説明会
を開き、終わった途端に追加
上程というのは余りに拙速で
ある。まだ到底住民合意が得
られたとは言えない中での廃
校決定は地域に禍根を残すこ
とは必至であり反対する。地
域の核である小学校が無くな
る意味を考えて欲しい。

日本共産党
統廃合の必要

性 は 理 解 す る
が、統廃合の理解を求める説
明会では合意形成や廃校後の
地域課題への懸念を払拭でき
たと評価はできない。円滑な
統廃合を目指すのであれば異
なる立場の認識を接続・整理
すべきであるにもかかわらず、
早期の議決を優先した姿勢は
評価できず反対とする。

牛丸議員

12 月 議 会 で
否決後も教育委

員会は説明を重ね、地域や保
護者の声に丁寧に対応してき
た。児童減少により１学年１
クラスの状況の中、子どもた
ちの多様な学びと成長のため
教育環境の充実が必要と判断
し、本議案に賛成する。

三芳みらい賛
成 12 月 定 例 会

で否決後、改め
て住民説明会が行われ、保護
者等から学校再編の早期実現
を求める声が多数あった。学
校再編は子ども達が受ける教
育の質を守り、多様性を生み、
共に成長する教育環境構築に
繋がる。新たな環境になる際
の児童の心のケア等にも配慮
する事を要望し、賛成する。

公明党賛
成 統廃合自体に

は理解を示しつ
つ、当初は説明不足や通学安
全への懸念から反対したが、
その後、説明の進展や対応が
見られた。今後も丁寧な対応
を求める。将来この議論を振
り返った際、互いの立場で子
供たちのことを考えてきたと、
理解し合えることを願い賛成
とする。

細田議員賛
成

再上程！ 上富⼩再上程！ 上富⼩ と三芳小は統合にと三芳小は統合に
 主な質疑 主な質疑

問 　合意形成の場を設けず再上程を急いだ理由は。
答 　�賛否はあったが、保護者からの強い要望があった。

	� 説明会にて説明責任を果たし、地域との合意形
成についても整ったと考えたため。

問 　�未だに多くの反対意⾒もあるが今後の意⾒の取
扱は。

答 　�賛成意見については、しっかりと進めていきたい。
	� 反対意見については、丁寧に不安を取り除ける

ように取り組みたい。
問 　�アンケートには賛否両論あった、少人数校のデ

メリットだけを注視せず、存続のための議論を
十分尽くせるよう再考を求める声にどう応える
のか。

答 　�合意形成以上に早急な統廃合を望む保護者の声
も多くあった。地域の理解も得られていると考

える。反対意見は地域コミュニティのあり方や
教育の中に⽣かしたい。

問 　�児童のアンケートでは 4 割の反対があり合意形
成が不十分と考える。不安を払拭してから再上
程すべきでは。

答 　�４割の児童に不安感がある状況だが、経験不足・
体験不足がある段階での不安の払拭は難しく時
間を要する。引き続き丁寧に進める必要がある
と考える。

問 　三芳小学校保護者への説明会が未開催の理由は。
答 　�保護者は当該校である上富小学校の保護者対象

とし、地域説明会は町内全域の方を対象とした。
問 　⼼のケアを充実させる必要があると考えるが。
答 　�スクールカウンセラーや教育相談員、学校の組

織的な対応も迅速に整備したい。

可否同数、議長裁決で可決へ  可決までの経緯 可決までの経緯
令和 7 年	 12 月 15 日	 三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例　否決
令和 8 年	 1 月 19 日～ 2 月 27 日	 学校再編意見交換・地域説明会　９回実施（延べ参加人数 173 名）
	 1 月 30 日～ 2 月 28 日	� 説明会 Youtube 動画オンデマンド配信（30 日間の延べ視聴回数

168 回）
	 3 月 4 日	 全員協議会で議会への説明
	 3 月 23 日	 三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例　 議案審議・採決

三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例

　
私
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に
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多
く
の
人
が
見
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。 本会議や委員会を傍聴された方からご意

見・ご感想をいただきました。
※一部抜粋を含む

傍聴席から

本会議 YouTube
視聴回数

令和８年　第１回臨時会
１月16日　臨時会 1人 222
合　　計 1人 222
令和８年　第２回定例会
2月25日　議案審議 0人 362
2月26日　一般質問 4人 217
2月27日　一般質問 3人 160
3月 2日　一般質問 15人 195
3月 3日　一般質問 5人 62
3月12日　議案審議 0人 2
3月23日　�議案審議・閉会 12人 1044
合　　計 39人 2042

委員会 YouTube
視聴回数

３月 ３日　総務常任委員会 1人
３月 ４日　全員協議会　
３月 ４日　�議会広報広聴常任委員会　 0人
３月 ５日　予算特別委員会 0人 342
３月 ６日　予算特別委員会 0人 525
３月 ９日　予算特別委員会 0人 284
３月10日　予算特別委員会 0人 223
３月12日　議会運営委員会　 0人
３月12日　予算特別委員会 0人 332
３月13日　総務常任委員会 1人
３月17日　厚生文教常任委員会 1人
３月19日　議会運営委員会　 1人
合　　計 4人 1706

2 月 9⽇ 上富⼩学校（全学年 80名）
意見徴収まとめ

保護者・地域説明会　全 9回
意見・質問・アンケート回答まとめ

傍聴人数 
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●�三芳町地域応援ふれあいクーポン券配布事業
　・�1 人 6000 円× 37500 人＝ 2 億 2500 万円
　　�A 券 1000 円・B 券 1000 円ともに 3 枚ずつ
　　使用期間　令和 8 年 11 月 30 日まで
　・�クーポン券配布に係る経費　1273 万円

●�学校給食の賄材料費の不足分の補助
� （令和 8 年 3 月までの分）570 万円

●�マレーシア全国デフスポーツ表彰式出席業務
委託料

� ６名分　126 万円

令和７年度　一般会計補正予算（第８号）
歳入歳出総額にそれぞれ2 億 5079 万円が追加され、令和７年度一般会計は歳入歳出総額 202 億
6789 万円となりました。

ホストタウン交流事業費削除の修正動議
　マレーシアデフスポーツ協会の表彰式への参加について費用面や随行内容について課題があると
して「ホストタウン交流事業」に係る費用（126 万円）の削除を求める修正動議が提出された。
　採決の結果、ホストタウン事業費を削除した修正案については 7 対 7 の可否同数となったが議長
裁決により否決となり、原案が可決となった。

マレーシアデフスポーツ協会よ
り表彰されたことは喜ばしいが、

予算編成の大詰めの時期に、なぜ町長自らがマ
レーシアを訪問するのか、議員も同行するのか
意義を見出せない。国際交流は住民からも予算
や事業が多過ぎるという声が上がっている。こ
の事業予算は削除を求める。

日本共産党賛
成 マレーシア全国デフスポーツ表

彰式 2025 式典に出席するため 2
泊 3 日、中 1 日のための強行渡航に議員 2 名を
含む旅費 6 人分を計上。国際交流事業に今まで
1 億円以上の税金を支出してきたが、住民の生活
支援を優先すること。よって、ホストタウン交
流事業削除の修正案に賛成。

輝賛
成

 主な概要 主な概要
●選挙費
衆議院議員選挙を適正に管理執行するための費用�
� 2120 万円（県補助金 1750 万円　一般財源 370 万円）

 主な概要 主な概要
令和7年度　一般会計補正予算（第9号）

歳入歳出の総額に、それぞれ2121 万円が追加され、令和 7 年度一般会計は歳入歳出予算総額 202
億 8911 万円となりました。

 主な概要 主な概要
●藤久保地域拠点施設整備事業
財源補正　国からの補助金が当初予算より少なかったため、
地方債より 5 憶 7500 万円借入れ、公共施設マネジメント
基金より、3 億 8300 万円繰り入れるもの。

 主な質疑 主な質疑
問 　当初予算の見積もりが甘かったのでは。
答 　当初予算時には内示率は出ていないた

め難しい。

令和7年度　一般会計補正予算（第10号）
歳入歳出の総額に、それぞれ2 億 589 万円が減額され、令和 7 年度一般会計は歳入歳出予算総額
200 億 8321 万円となりました。

 主な概要 主な概要
●�子ども子育て支援金制度に伴う

システム改修業務委託料
� 国庫補助金 149 万円を活用

令和7年度　国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

子ども・子育て支援金制度実施に伴うシステム改
修だが、この制度は健康保険の枠ではなく、様々な

子育て支援の財源になる。これは目的外使用である。子育て家庭
への支援は重要だがそれを他世代の負担増とすることは誤りであ
り、税制全体の中で考えるべきことであり反対する。

日本共産党

令和7年度補正予算
専決処分

国の補助金を活用し、長期化する物価高騰の影響を受け
ている子育て世代を支援するもの

●物価高対応子育て応援手当
� 5652 人×２万円＝１億 1304 万円

令和７年度　一般会計補正予算（第７号）
歳入歳出総額にそれぞれ１億 1501 万円が追加され、令和７年度一般会計は歳入歳出総額 200 億
1710 万円となりました。

令和８年第1回三芳町議会臨時会
専決処分

国の交付金を活用し、物価高騰の影響を受けて
いる生活者や事業者を支援するため、学校給食
費に対する補助や町内で利用できるクーポン券
を配布するもの

ホストタウン交流事業
マレーシアデフスポーツ協会より、三芳町のデ
フリンピックでの貢献に対して表彰が決定し、
式典への招待を受け出席するための費用

※専決処分…本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄について、自治体の長が地方自治法の規定に基づいて、議会の議決・決定を経ずに執行すること。

否決
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職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 
（人事院規則の一部改正を踏まえ、会計年度任用職員の休暇制度を改定するもの） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 
（職員の年次有給休暇等の取得期間を改定するもの） 原案同意 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町道路線の認定について 
（藤久保地内の道路を町道として一般利用するためのもの） 原案同意 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
（国の子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が公布されたことで地方税法の一部が改
正され多ことに伴い、本条例の一部を改正するもの）

原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○

三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例 
（上富小学校 を廃止し、三芳小学校に統合するために改正するもの）

可決 
（議長裁決）○ 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ × ×

報告
専決処分事項の報告について（令和７年度三芳町一般会計補正予算（第９号）） 

（衆議院議員選挙にかかる予算を専決処分したもの） 報告のみ

同意
三芳町公平委員会委員の選任同意について 

（任期満了に伴い提案するもの（継続）） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町農業委員会委員の任命同意について 
（任期満了に伴い提案するもの（新規・継続）） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町教育委員会教育長の任命同意について 
（任期満了に伴い提案するもの（新規）） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書 不採択 × 議
長 × × × × × × × × × × × × ×

発議・意見書
三芳町議会委員会条例の一部を改正する条例 

（新設された道の駅整備準備室及び未来創造課の所管を定めるもの） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米国、イスラエル、イランは攻撃、報復を即時停止することを求める決議について 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上水道事業に対する国の財政支援等の強化を求める意見書について 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○

旧姓の通称使用の法制化ではなく選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書について 原案可決 × 議
長 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

安心して医療を受けられる制度の確保を求める意見書について 可決 
（議長裁決）× 議

長 × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○
埼玉県立高等学校における男女別学校のあり方の検討に関し、当事者の意見を尊重した方針決
定を求める意見書について 否決 ○ 議

長 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ×

令和８年第１回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上　
義
典

細
谷　
光
弘

長
野
真
寿
美

林　
　
善
美

細
田　
三
恵

光
下　
重
之

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

吉
村
美
津
子

牛
丸　
藍
子

菊
地　
浩
二

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度三芳町一般会計補正予算（第７号））
（長期化する物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を支援するため、物価高対応子育て
応援手当を支給するもの）

原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第８号）
（主に物価高騰に対する支援や国際交流に関する予算を措置するもの）

可決 
（議長裁決）○

議
長
○
○○○×××○○○××××

議案第 1 号令和７年度三芳町一般会計補正予算（第８号）に対する修正動議
（マレーシアデフスポーツ協会の表彰式参列にかかる予算を削除するもの）

否決 
（議長裁決）×

議
長
×
×××○○○×××○○○○

専決処分事項の報告について（町道幹線７号線（都市計画道路）道路築造工事変更請負契約の
締結について）

（請負契約金額を増額ため、2 度目の契約変更を専決処分したことを報告するもの）
報告のみ

令和８年第２回定例会　審議結果
議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上　
義
典

細
谷　
光
弘

長
野
真
寿
美

林　
　
善
美

光
下　
重
之

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

吉
村
美
津
子

細
田　
三
恵

牛
丸　
藍
子

菊
地　
浩
二

令和 8年度当初予算

令和８年度三芳町一般会計予算 原案可決 ○議長○○×××○○○××○×○

令和８年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○議長○○×××○○○××○○○

令和８年度三芳町介護保険特別会計予算 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和８年度三芳町下水道事業会計予算 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和８年度三芳町水道事業会計予算 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和 7年度補正予算

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度三芳町下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度三芳町水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例制定・改正、契約締結、道路線認定
三芳町未来創造拠点施設の設置及び管理に関する条例 

（藤久保地域拠点施設の名称や開館時間、利用料など管理に必要な内容を定めるもの） 原案可決 ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

三芳町職員の自己啓発等休業に関する条例 
（職員の能力向上や自己啓発を支援するために取得できる休業に関し必要な事項を定めるもの）原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町職員の配偶者同行休業に関する条例 
（職員の配偶者が仕事の都合で外国に異動等する際に、配偶者に同行するために取得できる休
業に関し必要な事項を定めるもの）

原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 
（国の上位計画の見直しに伴い、三芳町下水道事業の経営規模を改正するもの） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町水道事業給水条例の一部を改正する条例 
（水道事業の健全に事業運営を継続するために令和 8 年度中に水道料金の改定を行うもの） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

三芳町下水道条例の一部を改正する条例 
（下水道事業の健全に事業運営を継続するために令和 8 年度中に下水道料金の改定を行うもの）原案可決 ○ 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

三芳町介護保険条例の一部を改正する条例 
（介護保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い 、本条例の一部を改正するもの） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 
（国の乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一部を改
正するもの。）

原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 
（クレジット納付された使用料に関し、利用者都合による予約取消の場合にも一定の条件で使
用料の返還できるようにするもの）

原案可決 ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
（人事院の勧告等を踏まえ職員の通勤手当を改定するもの） 原案可決 ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　×反対■ 議員の賛否を公開します
◀︎�詳細については議会ホームページを
　ご覧ください。

同
意
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

選
出
に
賛
成
し
ま
し
た
。

同
意
第
1
号

三
芳
町
公
平
委
員
会
委
員

�

駒
村　
　
昇 

氏

同
意
第
2
号

三
芳
町
農
業
委
員
会
委
員

�

稲
吉　
　
実 

氏

�

高
山　
誠
二 

氏

�

早
川　
光
男 

氏

�

鈴
木　
昌
夫 

氏

�

忽
滑
谷　
進
治 

氏

�

古
寺　
貞
雄 

氏

�

塩
野　
智
恵 

氏

同
意
第
3
号

三
芳
町
教
育
委
員
会
教
育
長

�

宇
佐
見　
宏
一 

氏
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「著作権法等研修会」を実施

広報広聴常任委員会が所管事務調査 令和 8 年 1 月 28 日、29 日
所管事務調査を実施。

議会だより、議会報告会・意見交換会について　ほか調査

○群馬県千代田町議会・栃木県高根沢町議会の議会だよりの特徴
　・�表紙写真を特集ページと連動させたり、地元

中学生の絵画を表紙に掲載
　・�議員自ら取材や写真撮影、必要なページのみ

をカラー化し紙面の効果的演出
　・�「議員のつぶやき」企画、「突撃インタビュー」

「私もひとこと」など住民参加型企画
　・�SDGs のアイコン活用で、事業内容への理解

促進

〇議会だよりについて
　�❶住民参加型の視点が重要、❷表紙デザインの在り方の検討が必要、❸ SDGs のアイコン表記

は新たな取り組み

〇議会報告会・意見交換会について
　�①出前型の意見交換会は住民の意見や要望を把握する重要な手段、②議会報告会のテーマを一つ

に絞ると内容を深めやすくなる可能性があるなど参考になりました。

　議会一般質問の「資料表示」と著作権の問題や著作権・肖像権の侵害等の問題について、直面する
機会の多い議会議員が法律の専門家に聞く研修会を実施しました。これには町広報を担当する職員も
参加しました。
　講師は、埼玉弁護士会所属の弁護士２氏です。

〇�インターネットの発達、SNS の普及によ
り著作権侵害、肖像権侵害を含むリスク
は高まっている

〇�不要、排除可能な写り込みは消すなどの
基本的な問題とともに、市町村議会の議
場での一般質問で、議員が作成した資料
を議場のモニターに表示することを想定
して、様々な資料の取り扱いにどう対処
するか

　などの詳細な説明を受けました。

・�氏名・住所・連絡先・コメントを添える
（写真に写っている方等には掲載許可を頂いてくだ
さい）
採用された写真は応募者（撮影者）の氏名及び在住
等を掲載します。
応募多数の場合は選考となります。
お問い合わせは議会事務局まで
gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

QRコードから
ご応募ください。

議会だよりアンケート議会だよりアンケート

・読みやすい　・堅苦しい

議会だよりの印象は議会だよりの印象は
どうですかどうですかQ 

A

全体の感想・要望等

ご回答ご回答
ありがとうございます！ありがとうございます！

今後読んでみたいと今後読んでみたいと
思われるために思われるために
必要と思うことは必要と思うことは

Q 

・�記事の内容を誰でも理解で
きるようにする

・特集記事のコーナー
A

・議員の賛否一覧
・本会議の内容
・傍聴席から
・一般質問
・委員会報告

関心のある項目は関心のある項目はQ 

A

・読みやすい　・読みにくい

議会だよりは
読みやすいですかQ 

A

議会だよりとは違いますが、議員の
発言に個人的な意見や質問なのか理
解できない

全体的には見やすいけど「議員の賛
否を公開します」の行間が狭すぎて
少しみづらい
審議の内容や議員名や結果が一目で

町にとって粒度の小さい意見や質
問が町民大多数の意見のように映
ることは心外

見てはいるがサラーっと読む、問と
答が続いているので、次の問の前に
は行を開けてくれたら読みやすい

ご応募頂きご応募頂き

ありがとうございます
！

ありがとうございます
！

表紙写真募集表紙写真募集

議会だよりについての感想や「こんな誌面に
してほしい」などご意見をお寄せください。
今後の誌面作りの参考にさせて頂きます。
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議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
菊　
地　
浩　
二

副
委
員
長　
池　
上　
義　
典

委　
　
員　
吉　
村　
美
津
子

委　
　
員　
光　
下　
重　
之

委　
　
員　
細　
田　
三　
恵

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
牛　
丸　
藍　
子

委　
　
員　
増　
田　
磨　
美

桜
の
花
が
咲
き
始
め
た
3

月
23
日
夜
8
時
ご
ろ
、
予
算

議
会
・
第
2
回
三
芳
町
議
会

の
日
程
が
す
べ
て
終
了
し
ま

し
た
。

開
会
日
が
ま
だ
ま
だ
寒
い
2
月
25
日

で
す
か
ら
、
約
1
か
月
の
会
期
中
に
季

節
の
移
り
変
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
、
そ

ん
な
議
会
で
し
た
。

ま
た
、
議
会
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
2

月
28
日
、
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
攻
撃
が
始
ま
り
、
緊
迫
感
の
中

で
の
議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
芳
町
議
会
は
全
会
一
致
「
双
方
の
即

時
停
戦
」
の
決
議
を
上
げ
ま
し
た
。

今
度
の
予
算
議
会
は
日
程
が
実
に
タ

イ
ト
で
、
議
会
が
な
い
日
で
も
毎
日
の

よ
う
に
行
事
に
追
わ
れ
続
け
、
本
当
に

大
変
で
し
た
。

ま
た
、
上
富
小
学
校
の
廃
校
問
題
、

道
の
駅
事
業
な
ど
シ
ビ
ア
な
議
題
に
も

み
ん
な
悩
み
ま
し
た
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
に
、
そ
ん
な
議
員

の
緊
張
感
の
よ
う
な
も
の
が
表
現
で
き

て
い
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

本
号
が
出
る
こ
ろ
は
青
葉
ま
ば
ゆ
い

季
節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
委
員　

光
下
）

編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画をインター
ネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧にな
ることができます。本号
の記事中にある動画の
ＱＲコードを読み込む
か、右記QRコードにア
クセスしてください。

朗読ボランティア「けやき」
の皆さんが朗読したもの
を三芳町議会ウェブサイト
で聴くことができます。

議会だより 
の声次の議会定例会は

開会の予定です
6 月 1 日（月）

お気軽に傍聴へ
お越しください

三芳町議会
中継ページ

議会の動画を
配信しています。

※�議会の報告では最新号の議会だよりを用いて報告させていただきます。
　つきましては、ご参加の際はお手数ですが、この議会だより第 200 号をご持参くださいますようお願いいたします。

聴かせてください ふれあい座談会
令和8年度議会報告会みなさんみなさん

の声をの声を

副議長班副議長班

5月8日（金）
18：00〜19：30

竹間沢公民館

全議員参加全議員参加

5月9日（土）
14：00〜16：00

藤久保公民館

議長班議長班

5月10日（日）
14：00〜15：30

中央公民館

休憩中に三芳町ふるさと大使
「アンサンブル凛」さん

生演奏もあります

手話通訳あり
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